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1．は じ め に

本記事は，編集委員会からの依頼を受け，筆者が

2007年 11月の表面科学講演大会で行った特別講演をも

とに書き下ろしたものである。英文電子ジャーナル

e-Journal of Surface Science and Nanotechnology（eJSSNT）

を本会が発刊するに到った背景，そして創刊から 5年た

った現状を紹介し，このジャーナルの将来を考えてみ

る。

はじめに，ジャーナルの知名度と論文の質と被引用数

との関係を考えてみる。Fig. 1（a）を見ていただきた

い。これは，小柴昌俊博士および田中耕一博士のそれぞ

れのノーベル賞受賞論文の被引用数を，論文出版からの

経過年数ごとに示したグラフである1)。小柴先生の超新

星爆発によるニュートリノの観測を報告した Physical

Review Letters論文は，出版された年にすでに 70件ほど

の引用があり，次の年には 120件を超えている。まさに

「爆発的」な注目を集めた論文であった。しかし，数年

後には 20件程度までに減少しているのがわかる。一方，

田中博士の Rapid Communications in Mass Spectrometry誌

に掲載された論文の被引用数は，論文出版後じわじわと

上昇してきており，9年後には 40件ほどの被引用数ま

で上がってきている。小柴先生の論文と対照的な変化を

示しているのがわかる。ちなみに，後で詳述するが，

「インパクトファクター」の計算には論文出版後 2年間

の被引用数データしか計算に考慮されないので，田中博

士の論文の場合，インパクトファクター向上への寄与は

ほとんどない。反対に，小柴博士の論文は，インパクト

ファクターを上げたいジャーナル側にとってはありがた

い論文なのである。参考のため，この図には利根川進博

士が Nature誌に書いた Review論文の被引用数の経年変

化も示してある。こちらは出版の次の年から毎年 150件

程度の高い被引用数を維持している。

ここまでくると賢明なる読者諸氏はすぐに考えるでし

ょう。「ジャーナルの知名度が全然違うじゃないか。そ

れぞれの研究分野の大きさ，研究者の数も全然違う。そ

れを無視して単純に被引用数を比べることに何の意味が

あるのか？」と。まさに，その通りである。しかし，こ

のグラフの出典論文1)がいうところの「計量文献学」と

いう分野では，それらを補正する手法が考案されてい

る。実際，それは悪名高い「インパクトファクター」と

いう指数を発明した Eugene Garfieldが考え出した補正

指数である。すなわち，当該論文が掲載された年に当該

ジャーナルに掲載されたすべての論文について，それぞ

れの経過年における各論文の被引用数をすべて調べて各

年での平均値をまず求める。そして，当該論文の被引用

数をその平均値で除すのである。この値は「期待被引用

率（Expected Citation Rate, ECR）」と呼ばれる。ECR＝1

は，そのジャーナルに載っている論文のなかで平均的な

論文であり，1 より大きければ平均以上の論文といえ

る。三人のそれぞれの論文について ECR値をプロット

してみると Fig. 1（b）となる。案の定，田中博士の論

文の ECRが利根川博士の Nature論文と同じくらいにな

った。すなわち，知名度の低いジャーナルに掲載されて

いる論文は，読者の目に触れるチャンスが低いので被引

用数も低いが，論文や研究成果の質が低いわけではな

い，ということがこの補正から言えるのである……!?

しかし，本当か……？ このような統計操作にどのよう

な意味があるのか？ と依然として不満な読者も多いと

思う（私もそうである）。

自分の研究成果を発表するとき，なるべく prestigious

なジャーナルに発表したいと考えるのは研究者の一人と

して理解できるし，実際私もそうしてきた。なぜなら，

prestigiousなジャーナル，つまりインパクトファクター

の高いジャーナルに載っている論文は良質な論文である

はずで，自分の論文がそこに掲載されれば，他人から質

の高い論文と思われ，被引用回数も多くなるはずだと考
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えるからである。しかし，本当にそうなのか？

Table 1は，米国物理学会が刊行している Physical Re-

view誌群の 110年間に掲載された全論文 353,268編の被

引用統計である2)。被引用数の総数が 3,110,839件であ

り，1論文あたりの平均被引用回数が 8.8回である。し

かし，その分布を見ると驚くべき特徴が浮かび上がって

くる。1000回以上の被引用回数をもつ論文はわずか 11

編しかなく，100回以上の被引用回数を持つ論文でさえ

全体の 0.66%しかない。反対に，全論文の 7割が 10回

以下の被引用回数しかない。全論文の半分が 5回以下の

被引用回数しかない。全論文の約 1/4が 110年間にたっ

た 1回しか引用されていない。つまり，引用される論文

は極めて少数の論文に限られるということがこのデータ

から鮮明になった。Physical Reviewといえば，物理学の

分野では世界一のサーキュレーションを誇り，インパク

トファクターも高いジャーナル群であるが，それでも引

用される論文はほんの限られたものでしかない。つま

り，prestigiousなジャーナルに出たからといってインパ

クトを与える良質の論文とは限らない。いや，むしろ，

良質でない論文のほうが多い，ということである。イン

パクトファクターが高いのは，ほんの少数の論文が極め

て多数回引用されているからである。実は，この被引用

数分布は他のジャーナルにも見られる一般的な傾向だと

いう。

何故，被引用回数にこだわるのか？ それは，引用さ

れるということは「生きている論文」を意味するからで

ある。そして「生きている論文」だけが科学を発展させ

るからである。「生きている論文」とは，他人に読まれ

て引用され，批判され，追試される論文であり，このプ

ロセスが科学の発展そのものなのである。論文は，科学

者どうしが顔を合わせなくとも，地域や世代を超えてお

互いにコミュニケーションをとるもっとも重要な手段な

のである。後続の研究者に読まれて引用されなければ，

「死んだ論文」であり，出版する意味のなかった論文だ

と言わざるを得ない。この意味で，論文の著者として，

他人に読まれる論文を書くことが何より大切なのだが，

一方，ジャーナル側から見れば，広く読まれるための

「仕掛け」がジャーナルに備わっていなければ，良質な

論文でも広く読まれることなく埋もれてしまう，という

重要なポイントがある。eJSSNTのような無名のジャー

ナルが生き延びるには，良質の論文を集めることと同時

に，広く読まれるための「仕掛け」が必要なのである。

以下のセクションで，「Open access」，「真の Online」，そ

して「民放型」のジャーナルをキーワードにして

eJSSNT の「仕掛け」を紹介する。これらの「仕掛け」

によって，eJSSNTに載った論文が引用される確率を上

げることになる。

2．eJSSNT発刊の背景

eJSSNTは，本会創立 25周年記念事業の一つとして

2003年 5月に創刊された。実は，これと前後して，日

本国内では学術ジャーナルをめぐる大きな動きが始まっ

ていた。eJSSNTは謀らずしも，その変革の波に乗って

生まれたのである。Fig. 2 の新聞報道に見られるよう

に，日本国内の学協会が刊行している学術ジャーナルを

強化しようと，国を挙げて取り組み始めたのである。こ

れは，政府がまとめた第 2期科学技術基本計画のなかに

「国際的な情報発信力の強化」が重要な柱として謳われ
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Fig. 1. (color online). (a) 小柴・田中両博士のノーベル
賞受賞論文および利根川博士の Review論文の
被引用回数，および (b) 期待被引用率1)。

Table 1. Physical Review 誌群 (PRL も含む) 110 年間
(1893年 7月∼2003年 6月)に掲載されたすべ
ての論文の被引用状況2)

論文総数 353,268 被引用総数 3,110,839

被引用回数 論文数 全論文に占める割合(%)

1,000以上 11 0.003

500以上 79 0.022

300以上 237 0.07

100以上 2,340 0.66

50以上 8,073 2.29

10以下 245,459 69.5

5以下 178,019 50.5

1 84,144 23.8



ていたからである。当時，海外のジャーナルが急速に電

子化を進め，このままでは日本のジャーナルがますます

衰退するとの危機感がクローズアップされたので，国が

支援して日本のジャーナルを強化しようと始まった。

「日本から世界一流の研究成果が生まれるようになった

が，しかし，世界一流のジャーナルは何故生まれなかっ

たのか？」という問題意識が上がってきた。また，日本

の税金で得られた研究成果を海外のジャーナルに垂れ流

していいのか？ という声も上がってきた。

2004年 2月 27日には，日本学術会議が主催し，文科

省と JSTが共催した特別シンポジウム「グローバルな

情報発信機能強化に向けて」が開かれ，尾身幸次衆議院

議員，黒川清学術会議会長，野依良治理研理事長，北澤

宏一 JST理事長らが講演して怪気炎を上げた。野依先

生はご自分の体験から「海外のジャーナルに論文投稿す

ることは，サッカーで言えばアウェイの試合をしている

ようなものだ」と指摘した。最新の研究成果の情報が

（査読のため）出版の前に海外に流出してしまうこと，

審査過程がブラックボックスであること，版権が海外に

とられてしまうことなど，一納税者として見過ごすわけ

にはいかないという。だから，日本に立派なホームグラ

ンドが必要なのだと主張し，日本版 Natureの創刊を提

案するほどだった。野依先生が挙げた一流学術ジャーナ

ルの条件とは，①投稿者と読者の双方から高い信頼を得

ていること，②良いサーキュレーション，③高いインパ

クトファクター，④迅速かつ公正な審査，⑤指導力のあ

る Editorと有能なスタッフ，⑥良質の査読者，⑦優れた

情報発信システム，である。日本のジャーナルと海外の

一流ジャーナルを比較すると，個人的な経験から，⑤⑥

⑦に関して日本のジャーナルは劣っているように思う読

者は少なくないはず。その結果として①②③に差が出て

しまう。ジャーナルを刊行する側から見れば，⑦が一番

大切なファクターである。海外の大学や研究機関に滞在

したとき，日本のジャーナルの論文を見ようとすると，

手に入らない場合が多いのを経験した読者も多いはず。

ジャーナルの冊子が自分の所属する機関の図書室の書棚

に納まっていれば，世界中の大学や研究機関でも同じよ

うにすぐに手に取れる状態になっていると勘違いしてい

る人も多いのは事実である。そのために，ジャーナルの

電子化が極めて重要なのである。

しかし，実は電子化以上に重要なのが「オープンアク

セス化」である，との指摘も上述の特別シンポジウムで

なされた。つまり，いくらジャーナルを電子化しても，

そのジャーナルを購読していなければ自分の端末で論文

を見ることができない。だから，そのジャーナルを見た

ければ購読しなければならない，というのが今までの常
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Fig. 2. 学協会論文誌の強化に国をあげて取り組む (科学新聞の報道から)。



識だった。しかし，ここ数年でオープンアクセス化の動

きが米国や英国を中心に始まっている。つまり，誰でも

無料でそのジャーナルの論文を見れて読めるというのが

オープンアクセスなのである。それによって，サーキュ

レーションが格段に上がり，ひいては被引用数が増える

というわけである。現在，論文を探すために図書室に行

って冊子体を手にとってパラパラとページをめくる人は

ほとんどいないはず。インターネットのキーワード検索

によって関連論文を探すのが当たり前の時代である。そ

のとき，検索でヒットした論文が，その場ですぐに全文

PDFファイルをダウンロードして読めるかどうかが決

定的な運命の分かれ道になる。もし，そのとき購読して

いないために全文 PDFファイルを見ることができない

なら，多くの場合，その論文は無視され，引用されるこ

ともない。だからオープンアクセス化は実はジャーナル

の生命線なのである。（もう一つ重要なポイントは，こ

のインターネットによる検索では，ジャーナルの名前は

ほとんど意味をなさない。つまり，Natureだろうが Sci-

enceだろうが，eJSSNTだろうが同列に検索されるので

ある。ここが eJSSNTが生き延びられるポイントである

が，これについては後で議論する。）

しかし，容易に想像が付くように，ジャーナルがオー

プンアクセス化されれば，ジャーナルを刊行している学

協会の財政が立ち行かなくなる。論文が誰でも無料で読

めるようになれば，ジャーナルを購読する機関はなくな

る。まさにその点が，冊子体と電子版の両方を抱えてい

る既存のジャーナルの運営を厳しくしている原因であ

る。上述のシンポジウムでは，「NHK型から民放型」に

ビジネスモデルを転換しなければ，やがて，そのジャー

ナルは衰退していくだろう，との講演もあった。つま

り，情報の受け手が経費を支払うのではなく，情報の発

信者が経費を支払うシステムに変えていかなければなら

いという。

実は，ジャーナルのオープンアクセス化を加速する出

来事が 2004年に米国であった。米国 NIH（National In-

stitute of Health）が打ち出したいわゆる「NIH Policy」で

ある。NIHは医療やバイオ関連の研究の Funding Agency

であるが，「NIHからの助成金による研究の成果は，出

版から 12か月以内に NIHのデータベース（それは誰で

も無料でアクセス可）に登録すべし。これは海外の共同

研究者にも適用される」というものである。これは何を

意味するのか？ ジャーナルに発表した論文と同じもの

（例えばその論文の原稿）が NIHのデータベースによっ

て誰でも無料で見れるということである。これはジャー

ナルの版権を取り上げたことに等しい。NIHは，この

Policyに従わないジャーナルには研究成果を発表しては

いけない，と言っているのである。しかも，NIH から

直接に研究助成を受けていない海外の研究者が，もし，

NIHから助成を受けている米国の研究者と共同研究し

ている場合には，その海外の共同研究者にもこのルール

が適用されるのである。この「NIH Policy」に商業雑誌

も学協会も驚いたが，Natureと Science誌はいち早くジ

ャーナル発行後 6か月で無料公開することに同意したと

いう。多くの学協会や出版社はまだ事態を静観している

ようだ。このような大胆な政策の「錦の御旗」は，「納

税者は，税金で得られた研究成果を無料で知る権利があ

る」という論理であり，米国議会がこれに同意したので

ある。しかし，真の理由は，高騰するジャーナル購読料

対策だったそうだ。多くの読者がご存知のように，多数

の学術ジャーナルを刊行している E社への購読料の支

払いは巨額に上っており，日本の国立大学の図書費の数

十 %がこの一社に行っているという話まで聞こえてく

る。米国とて同じ状況にある。しかし，理由はどうであ

れ，オープンアクセス化の流れはもはや止められない，

それどころか加速しているといってもよい。

Fig. 2の新聞報道にあるように，日本化学会は苦肉の

策を出した。つまり，同学会が出版している Chemistry

Letters誌や Bulletin誌に掲載された論文の著者が，通常

の投稿料の 3倍の額を支払えば，その論文だけオープン

アクセスにする，というものである（Author Pay System

という）。つまり，ジャーナル全体としてはオープンア

クセス化しないが，希望する著者は，自分の論文だけを

無料で誰でも読める状態にできるという。これによっ

て，自分の論文の「露出度」を上げ，ひいては被引用数

の増加につなげたいという思惑である。最近，日本物理

学会の英文ジャーナル JPSJもこの方式を取り入れ始め

た。冊子体と並行して電子版を出しているジャーナルは

どうしても完全オープンアクセス化に踏み切れないのが

実情である。実際，この新聞報道によると，日本化学会

の英文ジャーナル Chemistry Lettersと Bulletinの電子版

のアクセスは 2004年まで試行的に無料で，年間 60万件

の PDFファイルダウンロードがあったが，2005年から

電子版のダウンロードを冊子体の購読機関に限ることに

したら年間 25万件のダウンロードに激減したという。

しかし，さまざまな宣伝努力によって 2006年には 34万

件まで回復したというが，無料アクセス時の数には遠く

及ばない。

3．eJSSNTの現状

eJSSNTは，創刊当初から冊子体のない純粋な電子ジ

ャーナルとして，(独)科学技術振興機構（JST）が運営

する J-Stageと呼ばれるプラットフォーム上で論文公開
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を行っている。eJSSNT の特徴は，（ 1）オープンアク

セスジャーナルであり，世界中の誰でもどこでも無料で

全文 PDF ファイルをダウンロードして読める。（ 2）

Freeジャーナルであり，基本的に投稿料は無料（しか

し，Voluntary chargeはお願いする。また，Superexpress

Letterは有料）。（ 3）真の Onlineジャーナルであり，引

用・被引用文献の相互リンクによって他の論文とつなが

っている。また Googleとの提携によって検索してヒッ

トした時に論文全文が見える。（ 4）迅速な出版。

Superexpress Letterは投稿から最短で 4日間で出版。会

議 Proceedings論文は 1編ずつ個別に出版するので，他

の論文の遅れに左右されない。（ 5）Electronic Appen-

dixesとしてムビーや CGを掲載できる。今や実験結果

や理論シミュレーション結果を動画で表現することが多

くなったが，それに対応できるのも電子ジャーナルの強

みである。このようないくつかの特長を持って発刊して

いるため，全文 PDFファイルのダウンロード数が，無

名の新しいジャーナルとしては異例なほど極めて多くな

っている。

Fig. 3に創刊以来の 5年間の統計を示している。2007

年 12月までに総計 325編の論文が出版された。（a）に

示すように，ばらつきが大きいが平均して 1か月あたり

5.8編の論文が出版されてきた。また，掲載された論文

の全文 PDFファイルのダウンロード数月別統計は（b）

に示すとおりである。創刊以来，着実に増加しており，

ここ 1年間ほどは毎月 2000件以上のダウンロード数を

ほこっている。2007年の一年間にダウンロードされた

PDFファイルの総数は 29139件に上った。上述の日本

化学会のダウンロード数の 1/10弱であり，学会の規模

とジャーナルの若さを考えれば，非常に多いダウンロー

ド数といえる。国別に PDFファイルダウンロード数を

みると Fig. 3の円グラフのようになる。2005年には半

数以上が国内からのダウンロードだったのが，2007年

には国内の割合は 1/4程度に低下し，海外からのダウン

ロードが激増していることがわかる。これはオープンア

クセスジャーナルのメリットであり，海外でよく読まれ

ていることを意味している。（c）には，Googleおよび

文献リンクネットワーク CrossRefを介したアクセス件

数を示している。このような文献検索エンジンからのア

クセスが重要なことは読者自身の体験から良くご存知の

ことと思う。

eJSSNTがカバーする Scopeもユニークである。つま

り，基礎的研究から応用研究まで幅広くカバーしている

が，これは単に間口を広げているということではない。
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Fig. 3. (color online). eJSSNT の月別統計。円グラフは，最近 3 年間での全文
PDFファイル・ダウンロード数の国別割合。



ナノサイエンス・ナノテクノロジーでは，基礎と応用の

距離が極めて短くなっているのは周知のことだが，それ

は，基礎から応用にいたる論文を一つのジャーナルに掲

載して，基礎研究をしている読者にも応用的な研究論文

が眼に触れるようにする仕掛けが必要であることを意味

している。逆に，応用的な研究者も基礎的な論文によっ

て触発されることも多いはずである。だから，eJSSNT

は，表面科学やナノテクノロジーに関連する既存のジャ

ーナルをいくつか集めた Scopeを持っているが，そこか

ら生まれるプラス aの効果を期待しているのである。

eJSSNTのもう一つの特徴は，アジア地域に根ざした

ジャーナルである，ということである。Advisory board

や Editorial boardのメンバーを見ると，大半が，日本の

ほか，中国(香港)，韓国，台湾，シンガポール，極東ロ

シアなど，アジア地域の研究者である（もちろん欧米か

らも若干名入っているが）。米国，欧州に並ぶ第 3極を

目指していると言っては大げさになるが，実際，最近の

表面科学の論文で日中韓が目立っているのは誰もが認め

るところでしょう。

4．eJSSNTの仕掛け

eJSSNTは J-Stageの上で運営されているお陰で世界中

で読まれる「仕掛け」が仕込まれている。J-Stageとは，

Japan Science and Technology Information Aggregator,

Electronic（科学技術情報発信流通総合システム）の略

であり，1999 年から JST によって運営されている。

2007 年 10 月現在，学術ジャーナル 428 誌，学会予稿

集・要旨集 111誌などが搭載されている。国策として日

本発の学術ジャーナル強化のため，学協会は無料で利用

できる（ただし，われわれ読者は，ジャーナルによって

閲覧が有料の場合もあれば無料の場合もある）。ここに

掲載された論文 PDFファイルは，恒久的なアーカイブ

となり，ファイルの差し替えは絶対にしないため，掲載

論文が特許の根拠として使える。2007 年 4 月からは，

論文の公開だけでなく，電子投稿・電子査読もサポート

しているため，掲載ジャーナルへの海外からの投稿が激

増しているという。

J-Stage に搭載された論文は，実は，Fig. 4 に示す J-

Stageの仕組みによって，世界中で出版された他のジャ

ーナルの論文とオンラインで相互リンクされる。J-

Stage が世界的な文献リンク網である CrossRef，

PubMed，ChemPortなどと契約を結んでいるためであ

る。また，最近，文献検索エンジンとして多用されてい

る Google Scholarとも契約したため，ますます露出度が

上がっている。J-Stageでのアクセス経路の分析による

と，各ジャーナルの論文に直接アクセスして PDFファ

イルをダウンロードするのではなく，約 3/4のアクセス

が，このような検索エンジンおよび文献リンクを経由し

ているという。eJSSNT もその恩恵を十分に受けてい

る。

eJSSNTに限らず，ほとんどすべてのジャーナルに掲

載されている論文にはそれぞれ固有の DOI（Digital Ob-

ject Identifier）という番号が付いているのをご存知だろ

うか？ eJSSNT論文の場合，アブストラクトの最後に

この番号がついているが，Fig. 5（a）に示すように各論

文の書誌事項ページの下部にも記されている。例えば，

10.1380/ejssnt.2003.41 という番号が付いている場合，

http://dx.doi.org/10.1380/ejssnt.2003.41とWebブラウザ

ーに入力すれば，直接この論文のページにアクセスでき

るのである。この番号を使って論文どうしをリンクする

のが CrossRefという文献リンク網である。CrossRefと

は，米国の NPO法人 PILA（Publishers International Link-

ing Association, Inc.）が運営するもので，1000万件近い

論文やデジタル資料を網羅している。例えば，eJSSNT

のある論文の引用文献リストのページを見ると，Fig. 5

（b）に示すように，各引用文献にクリックボタンがつい

ているが，そこをクリックすると，JSTの文献リンクセ

ンターおよび CrossRef を通じて，（c）に示すように，

他のジャーナルに載っている引用論文に直ちに飛ぶこと

ができる。この例では Applied Physics Letters誌の論文に

飛んでいるが，その論文の被引用文献リストのページに

入ると，eJSSNTの論文が引用していることを示す一文

があり，そこをクリックすると元の eJSSNTの論文に飛

ぶことができる。つまり，eJSSNTの論文を逆リンクし

ているのである。このような引用・被引用論文の間の相

互リンクが CrossRefによって自動生成されている。

Fig. 5（a）の eJSSNT論文の書誌事項ページには，引

用文献リストだけでなく，被引用文献リストも存在する

クリックボタンが右上に示されている。そこをクリック

すると，（d）に示すように，この eJSSNT論文を引用し

た論文リストが出てきて，やはり，それぞれの論文に
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Fig. 4. (color online). eJSSNTが掲載されている J-Stage

の引用・被引用文献リンク網。



CrossRefのリンクボタンが付いている。これをクリック

すれば，引用している論文に直ちに飛ぶことができる。

この被引用文献リストは，新しい論文が出るたびに更新

されるので，eJSSNT論文が出版されて何年たっても常

に Liveである。

このような仕掛けをイメージ図で描くと Fig. 6とな

る。当該 eJSSNT論文を起点に，そこで引用されている

論文へは，他のジャーナルであろうが，時間をさかのぼ

ってリンクが張られる。そのリンクは双方向であり，引

用論文から逆にたどって当該 eJSSNT論文にたどり着く

こともできる。そして，その eJSSNT論文の出版後に出

版された論文で，この eJSSNT論文を引用している論文
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Fig. 5. (color online). eJSSNTの引用文献および被引用文献リンク。(a) eJSSNT論文の書誌事項のペー
ジ。(b) eJSSNT論文の引用文献ページ。(c) eJSSNTからリンクの張られている APL論文の被引
用文献ページ。(d) eJSSNT論文の被引用文献ページ。

Fig. 6. 引用文献と被引用文献による論文の間の相互リ
ンク。



があるなら，その論文から当該 eJSSNT論文にリンクが

張られる。それも相互リンクなので，時間の経過にした

がって未来に向かって論文をたどることもできる。しか

も，このリンクは，新しい論文が出て，その論文から引

用されれば更新されるので，常に「育って」いるリンク

なのである。このように，DOI番号による論文の相互

リンク網に載っていれば，当該 eJSSNT論文を知らなく

とも，過去の論文や未来の論文からたどって来て当該論

文を「発見」することができるのである。ここまでくる

と，もはやジャーナルの名前など関係ない，ということ

に気づくでしょう。PDFファイルをWebで公開してい

ることが Onlineジャーナルであると勘違いしている人

がいるが，実は PDFファイルの掲載だけでは Onlineの

意味がほとんどない。Fig. 6のような文献リンク網に論

文が載っていることが論文の「露出度」を高めるために

極めて重要なのである。eJSSNTの論文 1編 1編が，J-

Stageのお陰で，このような世界的なネットワークの上

に載っているのである。これこそ「真の Online」ジャー

ナルであり，世界中で読まれるための「仕掛け」なので

ある。

5．インパクトファクターは必要か

このような網羅的な文献リンク網に基づくデータベー

スと対照的なのが，ご存知 ISI Science Citation Index

（SCI）というデータベースである。この SCIデータベ

ースに基づいて「インパクトファクター」が計算されて

いる。SCIデータベースは網羅的にジャーナルをカバー

しようという考え方と正反対の考え方で運営されてい

る。つまり，「科学における重要な成果の大半は，比較

的少数のジャーナル群によってカバーされている」とい

う「ブラッドフォードの法則」と呼ばれるもっともらし

い考え方に基づいている。「SCIデータベースには，研

究者が有用だと思うジャーナルだけに限る」というポリ

シーのもとで，データベースに登録されるジャーナルが

選別される。これは，SCIの創始者でありインパクトフ

ァクターの発明者である Eugene Garfieldが初めから貫

いているポリシーである。ISI のホームページには，

「ISIの編集チームの使命は，次々に登場する新しいジャ

ーナルを評価して，ISI購読者に役立つ有望なジャーナ

ルを拾い上げ，あまり役立たないと思われるジャーナル

を SCIデータベースから取り除くことである」と明記

されている。だから ISIは個々のジャーナルのパフォー

マンスを調べ，そのジャーナルが本当に SCIデータベ

ースに必要か，あるいは SCIデータベースに新しいも

のを提供するジャーナルか，といった観点から厳しく審

査する。その審査で使われるのが「インパクトファクタ

ー」と呼ばれる指数である。だから，インパクトファク

ターとは，ISI社が SCIデータベースに入れるジャーナ

ルを選考するときのいわば社内データなのであり，一般

的なジャーナル格付けの指数ではないのである。そのイ

ンパクトファクターのデータが公開されているので，ま

るでジャーナル格付け指数のように巷ではもてはやされ

ているが，全くの誤解である。

さて，インパクトファクター（IF）はどのように計算

されているのか，ご存知の読者も多いと思うが，実際の

eJSSNTのデータをもとに計算してみよう。eJSSNTは

まだ SCIデータベースに登録されていないので，IFは

付いていないが，前のセクションで述べたように被引用

文献が CrossRefによってすべて把握されているので計

算可能である。例えば eJSSNTの 2006年のインパクト

ファクター IF2006を計算するには，まず，直近の 2年

間，つまり 2005年および 2004年に eJSSNTに掲載され

た論文総数を求める。Fig. 7に示すように，それは 141

となる。次に，2006年に世界中のジャーナル（正確に

は SCIデータベースに登録されているジャーナル）で

出版された論文のなかで引用されている論文のうち，

2005年および 2004年の eJSSNTに掲載されている論文

の延べ数を調べる。それは Fig. 7に示すように 40であ

る。そうすると，IF2006＝40/141＝0.284となる。同様

に 2003年と 2004年のデータから計算すると，IF2005＝

0.313となる。このように，IFの計算には，直近の 2年

間のデータしか使われない。だから，Fig. 1に示した田

中耕一博士の論文のように，出版から 1，2年ではあま

り注目されずに引用も少ない論文は，IFの向上には役

立たないのである。このような指数が持つ意味と限界を

認識する必要があるが，それを無視して，IFの数値だ

けが一人歩きしているように思える。しかし，このよう

な指数がどれほどの意味を持つのか，よく考えなくとも

わかると思う。
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Fig. 7. (color online). eJSSNT のインパクトファクター
の計算。



6．ま と め

以上述べてきたように，eJSSNTは冊子体がないので

身軽であり，eJSSNTが掲載されている J-Stageのお陰

で，図らずも時代を先取りしたジャーナルになっている

と言える。つまり，オープンアクセスジャーナルであ

り，真のオンラインジャーナルであり，「民放型」のジ

ャーナルであることがおわかりいただけたと思う。21

世紀の学術ジャーナルは，インターネットの普及によっ

て 20世紀とはかなり違った形になると予想される。ジ

ャーナルの名前やインパクトファクターなどに依らず，

一つ一つの論文が文献リンク網のなかに置かれ，その評

価はそれぞれの論文の被引用数で決まり，掲載されてい

るジャーナルのインパクトファクターではなくなるは

ず。その意味で，eJSSNTの未来は明るい。
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